
　

実践方針のポイント

ウ 第２７回ＪＡ全国大会のポイント

●今大会は、「農協改革」の議論をふまえ、ＪＡグループ

　

今大会で確認する実践方針のポイントは以下のとおり

　

の自己改革がグループ内外から注目される中での大

　　

です。

　

会となります。

　　　

「地域の活性化」の３つを基本目標とします。

　　　　　　　

ター」をはじめ、事業横断的に体制を構築し、
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ＪＡの実践を強力に支援するとともに、自己改革

　　　

の拡大」を自己改革の最重点課題として、すべ

　　　

てのＪＡで取り組みます。

　　　　　　　　　　　　　　　　

あわせて、組合員のアクティブ・メンバーシップあわせて、組合員のアクティブ・メンバーシップ

の確立、「食」「農」「協同組合」にかかる国民

理解の醸成、農協法改正をふまえた新たな中

央会の構築に取り組みます。
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情勢認識・課題

つ わたしたち（農業・地域．ＪＡ）の情勢．課題
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・世界全体の食料需要は２０５０年（平成６２年）に約７０億トン（２０００年〈平成
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●農業者は、平成７～１７年の１年当たり３万人減から、平成２２～２５年は１年当た
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●販売金額１，０００万円以上の農業者（全体の８％）が全販売金額の６割のシェア
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●米の消費構造は、中食・外食用が４割超を占め、家計消費の購入先もインタ【ネット
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等多様化

　　　　　　　　　　　　　　

・野菜の消費構造は、加工・業務用が５割超を占め、そのうち３割が外国産
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●農家率８０％以上の集落は、昭和４５年の５０．９％から平成２２年に５．４％に低下

ー 啄 団蔓転； 騨 橿図１艶 ー 新たな食料・農業． 総 計
１
の策定

　　　　

１

　　　

′

　

…“‐

　　　　　　　　　　　　

●ＴＰＰ交渉等国際化の進展

　　　　　　　　　　　　　　　

●平成３０年産米をめどに生産調整見直し
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・原発の風評被害は終息せず、営農再開は限定的
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